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月3 ～ 5 月の診療予定です。
宜しく御了承ください。
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の
履
歴
35

我が家の「ダリ」ちゃん35私の履歴
2015年初夏、我が家に猫がやってきました。ミルクティーのような淡い
色合いのソマリという種類で、紅茶のダージリンをもじってダリという名
前をつけました。ダリは今年1月に1歳になったばかりの牡猫で、毎日いろ
いろないたずらをしては人間を驚かせます。
毎朝6時前になると、ベッドサイドにやってきたダリに有無を言わさず起
こされるので、まだ眠い頭でダリの朝飯の用意に取りかかります。ダリは
鶏のささみが大好物なのですが、冷凍してあるそれを解凍するのに時間が
かかると、待ちきれずやさぐれた顔つきで、キッチンカウンターに置いて
あるみかんをひとつ残らず落とします。観葉植物の鉢に水をやれば毎回興
味津々な顔で近づいてきて土を掘り起こしてみたり、風呂の給湯パネルを
かじって知らぬうちに風呂を沸かしていることもあります。
何食わぬ顔でいたずらをしてまわっているかと思えば、神経質な一面もあり、獣医さんにかかる際には毎回決まって大

騒ぎ。騒ぐ本人（猫）も疲れることでしょうが、付添の娘もぐったりしてしまうほどのすさ
まじさです。先日去勢手術をした際などは、事前診察をしてくだ
さった獣医さんが、ダリのあまりの気性の激しさに、通常通りの
処置では憤死の可能性があるとの判断をされ、手術前日から精神
安定剤を処方してくださったほどです。お陰様で憤死を間逃れ手
術を切り抜けたダリは、ほんの少しおとなしくなって帰ってきま
したが、今でも私の手にじゃれて遊ぶのが大好きです。私の手足
に噛み付いては脅されて逃げまどい、しばらくするとまた恐る恐
る飛び掛かって叱られます。娘から見ると兄弟のように見えてと
ても微笑ましい限りだと言いますが、隙あらば噛み付かれている
私の心中は穏やかではありません。

糖尿病を克服し健康増進に寄与することを目的に、1961年に日本糖尿病協会が創立されました。

糖尿病の予防と療養についての正しい知識の普及啓発
患者・家族と広く予備群の方々への療養支援
国民の糖尿病の予防と健康増進のための調査研究
国際糖尿病連合の一員として糖尿病の撲滅を目的とした国際交流

などの事業を行う公益社団法人です。
患者様・医師・歯科医師・コメディカルスタッフ・市民・企業などで組織されています。
患者と医療スタッフで作られた糖尿病「友の会」が連携して事業を行っています。
全国に1600、茨城には40の「友の会」があり、そのうちの一つが当院の［ひたち野糖友会］です。
毎年ウオークラリー（茨城県糖尿病協会主催）・親睦会（今まで国立科学博物館植物園、筑波宇宙
センター、茨城県自然博物館、国営ひたち海浜公園、茨城県フラワーパークに出かけました）など
を行います。また会員になると日本糖尿病協会の機関誌「さかえ」と茨城県糖尿病協会の機関誌
「かいらく」がもらえます。今年も秋に交流会を予定しています。
まだ入会していない方、ぜひ入会して生活の知恵や、療養生活の情報交換をして友達の輪を広げま
せんか？
入会手続きは、受付または処置室までお申し出ください。

だんだん春めいてきましたね。今年も終わってみれば暖冬でした。私は1月は正月疲れがとれず、2月は多忙であっという間に過ぎて
しまいました。春はゆっくり釣りに行きたい気分です。

則武家にやってきた当初（生後４ヶ月）

仕事の邪魔をするダリ

お気に入りのソファーでくつろぐダリ

（次号に続く）


